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3月定例会 　3月定例会は、3月3日に開会し、18日に閉会しまし
た。平成28年度一般会計予算をはじめ条例の制定や
改正など42件の議案について審議しました。

【平成28年度一般会計予算】 【平成28年度特別会計予算】

平成28年度一般会計予算
　平成28年度一般会計予算は総額123億3,000万円です。特別会計予算の約80億円を合わせる
と、200億円を超える金額です。全体的には社会保障費が大きな金額を占め、一般会計の民生費と国
民健康保険、後期高齢者保険、介護保険などの医療費にかかる特別会計を合わせると約100億円と
なります。各常任委員会ごとに審議の内容をお知らせします。

項　目 金　額 昨年度比
議会費 9,258万円 ▲1,105万円
総務費 183,350万円 9,379万円
民生費 352,547万円 31,181万円
衛生費 93,441万円 ▲4,546万円
農林費 117,521万円 ▲9,107万円
商工費 56,820万円 23,050万円
土木費 175,420万円 ▲9,591万円
消防費 40,928万円 ▲1,717万円
教育費 68,901万円 7,978万円

災害復旧費 377万円 ▲79万円
公債費 131,378万円 ▲12,441万円
諸支出 59万円 0
予備費 3,000万円 0

総　額 123億3,000万円 3億3,000万

項　目 金　額

国民保険特別会計 32億4,313万円

後期高齢者医療特別会計 2億2,775万円

介護保険特別会計 26億7,466万円

国民宿舎特別会計 7,339万円

住宅新築金等貸付事業特別会計 586万円

簡易水道特別会計 6億5,029万円

水道事業会計 8,178万円

病院事業会計 10億5,921万円

総　額 80億1,607万円

平成28年度一般会計予算　総額123億3,000万円
議会費
1%

総務費
15%

民生費
29%

衛生費
7%

農林
9%

教育費
6%

公債費
11%

消防費
3%

商工費
5%

土木費
14%

総  額
123億

3,000万円
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平成28年度一般会計予算

平成28年度一般会計予算総額は、123億3,000万円。
【一般会計予算の主なもの】

費　目 事　業　名 金　額 説　明

総務費

町有建物解体工事費 1,400万円
子育て支援住宅敷地を確保するため
旧浜町事務所を解体する

光情報通信基盤整備事業補助金 2億500万円
総額6億5,300万円の一部
H30年までに整備予定

コミュニティバス委託料 1億3,600万円 今年度は業者委託選定の年

児童福祉費
統合保育園建設費 2億4,000万円

本体工事費2億88万円
その他監理委託料、解体工事、外構工事

私立保育園助成金 3億円 町内5私立保育園へ助成

社会福祉費
社会福祉協議会助成金 3,315万円

不妊治療助成金 50万円
１回につき5万円の助成
※所得制限なし

農業費
日本型直接支払事業 5億8,311万円

中　山　間：3億3,200万円
多　面　的：2億2,714万円
環境保全型：1,700万円

有害獣捕獲隊助成金 ４，９５５万円 イノシシ、シカ：1万円　サル：3万円

商工振興費

文化交流拠点施設整備関連

文化拠点施設企画業務委託料

1億2,834万円

950万円

本体工事：9,985万円
その他監理委託料、解体工事、外構工事
展示物情報作成委託

八朔祭大造り物小屋整備
919万円
930万円

下市連合
仲町上連合

観光施設管理委託料 8,000万円 道の駅、キャンプ場などの委託料

ふるさと寄付金管理業務委託料 1,000万円 ふるさと寄付金に関する事務作業の委託料

土木費 社会資本整備総合交付金事業 6億9,284万円
道路改良（長谷線他10路線）
舗装維持管理、道路防災維持管理、
橋梁補修・点検、トンネル維持管理計画

教育施設費

廃校施設解体工事 380万円 旧下矢部東部小プール解体工事

町営グラウンドゴルフ場整備費 1億1,975万円
町営グラウンドに併設し、協会公認コースを
3面整備予定
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平成28年度一般会計予算

《
総
務
費
》

問　
（
中
村
）　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
者
の
選
考
に
つ
い
て
、透
明
性
の
確

保
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
者
は
公
募
す
る
。運
行

に
関
し
て
は
、総
合
的
な
判
断
が
必
要

で
あ
り
、選
考
委
員
に
つ
い
て
も
慎
重

に
選
定
す
る
。選
考
の
経
過
を
丁
寧
に

説
明
し
、総
務
常
任
委
員
会
に
も
説

明
し
て
い
く
。

問　
（
後
藤
）　
バ
ス
停
ま
で
出
る
こ

と
の
で
き
な
い
高
齢
者
も
い
る
し
、部

活
の
移
動
手
段
と
し
て
の
役
割
も
あ

る
。矢
部
地
区
で
は
タ
ク
シ
ー
会
社
が

介
護
タ
ク
シ
ー
を
運
行
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
単
純
に
路

線
を
減
ら
す
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。公
共
交
通
の
部
分
と
福
祉
対
策

は
少
し
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　
（
藤
澤
）　

清
和
高
原
野
菜
市
場

は
売
却
の
た
め
の
不
動
産
鑑
定
額
が

予
算
化
さ
れ
た
が
、他
の
利
用
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
か
。

答
　（
総
務
課
長
）　
将
来
的
な
利
活

用
が
見
込
め
な
い
た
め
売
却
す
る
。い

く
つ
か
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
が
、

町
が
関
与
す
る
際
に
は
公
共
性
が
必

要
と
な
る
た
め
今
回
の
判
断
で
あ
る
。

問　
（
赤
星
）　

光
通
信
基
盤
整
備
事

業
は
、前
倒
し
で
き
な
い
か
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
予
定
よ
り

早
い
工
事
進
行
状
況
で
あ
り
、約
一
年

前
倒
し
の
予
定
。

問　
（
赤
星
）　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
現
状
と
今
後
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
菅
地
区
で

２
名
の
協
力
隊
員
が
活
動
し
て
い
る
。

内
１
名
は
９
月
で
満
了
と
な
っ
て
い
る

が
、定
住
を
目
指
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。今
後
も
協
力
隊
の
拡
充
を
目
指

し
た
い
。

《
教
育
費
》

問　
（
後
藤
）　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
整
備
に
つ
い
て
は
、公
認
コ
ー
ス
を

作
り
郡
体
レ
ベ
ル
の
大
会
を
誘
致
し
た

い
と
の
説
明
だ
が
、駐
車
場
や
ト
イ
レ

の
不
足
が
あ
る
の
で
は
。

答
　（
町
長
）　
整
備
予
定
地
は
、町

有
地
で
あ
り
購
入
当
時「
ふ
れ
あ
い
の

里
」構
想
が
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
。町

民
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
施
設
を

集
合
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。駐
車
場
に
つ
い
て
は
周
辺
の
土
地

も
あ
り
心
配
な
い
と
思
う
。ト
イ
レ
の

整
備
は
必
要
数
な
ど
を
検
討
し
、早
い

時
期
に
提
案
す
る
。

問　
（
工
藤
）　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
整
備
の
決
定
ま
で
の
経
緯
は
。

答
　（
生
涯
学
習
課
長
）　
平
成
22
年

か
ら
町
議
会
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
建
設
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
て

お
り
、役
場
関
係
各
課
で
会
議
を
重

ね
た
。用
地
に
つ
い
て
は「
ふ
れ
あ
い
の

里
」構
想
の
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
な

が
る
と
判
断
し
た
。

問　
（
工
藤
）　

建
設
経
費
に
つ
い
て
、

補
助
金
や
合
併
特
例
債
な
ど
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

答
　（
総
務
課
長
）　
今
年
度
は
、保

育
園
や
文
化
拠
点
施
設
の
建
設
も
あ

り
、起
債
の
総
額
を
考
え
る
と
難
し

か
っ
た
。今
回
は
公
共
施
設
整
備
基
金

を
１
億
円
取
り
崩
す
判
断
を
し
た
。

問
　（
藤
澤
）　
そ
よ
風
パ
ー
ク
は
、芝

地
で
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。パ
ー

ク
の
利
用
促
進
の
た
め
に
も
、こ
こ
を

利
用
す
る
方
が
良
い
の
で
は
。

答
　（
町
長
）　
そ
よ
風
パ
ー
ク
は
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
で
き
て
い

る
と
思
う
。建
設
予
定
地
で
あ
る
町
有

地
は
、長
年
利
活
用
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

そ
こ
の
利
活
用
と
し
て
悪
い
選
択
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

総務常任委員会関係予算
43億6,874万5千円

議会費
2%

予備費
1%

総務費
42%

消防費
9%

教育費
16%

公債費
30%

▲ グラウンドゴルフ場設置予定地

町営グラウンド
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平成28年度一般会計予算

《
民
生
費
》

問　
（
赤
星
）　

社
協
へ
の
助
成
金
は

３
千
万
円
。そ
の
他
、事
業
の
委
託
費

等
を
合
計
す
る
と
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）　
合
計
す
る

と
１
億
４２
万
円
と
な
る
。

問　
（
工
藤
）　

社
協
の
本
来
の
仕
事

は
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
。委
託
の

内
容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）　
社
協
に
は

予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
。委
託
事
業
に
つ
い
て
は
精

査
す
る
。

問　
（
藤
澤
）　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助

成
の
基
準
と
、老
人
ク
ラ
ブ
の
千
寿
苑

の
利
用
頻
度
は
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）　
助
成
金

は
一
人
当
た
り
１
，０
０
０
円
、３
３
，

０
０
０
円
を
５９
団
体
へ
助
成
し
て
い
る
。

演
芸
大
会
な
ど
人
数
の
多
い
行
事
は

ほ
と
ん
ど
千
寿
苑
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
他
会
議
等
は
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

を
利
用
。

問　
（
江
藤
）　

保
育
業
務
委
託
料
が

増
額
に
な
っ
た
説
明
を
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）　
土
曜
保
育

は
一
部
で
取
り
組
ん
で
い
た
が
、今
後

全
保
育
園
で
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

保
育
士
、調
理
師
の
派
遣
を
依
頼
す

る
た
め
。

問　
（
吉
川
）　

統
合
保
育
園
の
設
計

は
、病
後
児
保
育
と
調
理
場
が
近
く

衛
生
的
な
問
題
が
心
配
だ
。設
計
に

現
場
の
職
員
は
関
わ
っ
た
の
か
。病
後

児
受
け
入
れ
が
３
名
と
い
う
の
は
少
な

い
と
思
う
が
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）　
感
染
に
つ

い
て
は
心
配
な
い
設
計
で
あ
る
と
理

解
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、病
後
児
の
受
け

入
れ
は
、近
隣
自
治
体
で
１
日
４
名

程
度
で
あ
る
の
で
、同
程
度
で
ス
タ
ー

ト
し
た
い
。同
じ
病
気
で
あ
れ
ば
１０
名

程
度
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
考
え
て

い
る
。

《
衛
生
費
》

問　
（
中
村
）　

浦
川
の
四
万
十
川
方

式
浄
化
装
置
の
状
況
は
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）　
年
４
回
の

水
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。い
ず
れ

も
国
の
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、効
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問　
（
稲
葉
）　

合
併
浄
化
槽
の
面
的

整
備（
集
落
単
位
で
設
置
）が
進
ま
な

い
。要
綱
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）　
浄
化
槽
設

置
の
補
助
金
申
請
は
、減
少
傾
向
に

あ
る
。面
的
整
備
に
つ
い
て
は
、平
成

２４
年
度
か
ら
０
件
。今
後
、設
置
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
も
、取
り
組
み
や

す
い
制
度
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
（
稲
葉
）　

演
習
場
の
塵
芥
し
尿

処
理
は
、懸
案
事
項
で
あ
る
。国
へ
の

要
望
は
。

答
　（
町
長
）　
町
内
施
設
の
老
朽
化

も
あ
り
、塵
芥
処
理
に
か
か
る
予
算
も

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。広
域
処

理
の
計
画
も
あ
る
が
、前
倒
し
の
対
策

と
し
て
郡
内
他
町
と
の
連
携
も
模
索

す
る
一
方
で
防
衛
関
係
補
助
制
度
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
（
藤
澤
）　

町
の
最
終
処
分
場
の

購
入
は
完
了
し
た
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）　
８
割
近
く

が
完
了
し
た
。

問　
（
田
上
）　

町
の
ゴ
ミ
処
理
施
設

や
火
葬
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。広
域
塵
芥
処
理
施
設
が
完
成
す

る
ま
で
使
用
可
能
な
の
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）　
広
域
処
理

施
設
が
で
き
る
ま
で
１０
年
は
か
か
る

見
込
み
で
あ
る
。そ
れ
ま
で
使
用
に
耐

え
得
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
。

厚生常任委員会関係予算
44億5,988万円

清掃費
6%

社会福祉費
50%

児童福祉費
29%

保健衛生費
15%

▲ 統合保育園のイメージ
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平成28年度一般会計予算
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建設経済常任 員 関係委会 予算

35億137万5千円

農業費
27%

林業費
7%

商工費
16%

土木管理費
50%

▲文化交流拠点施設のイメージ
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一　般　質　問

答　�最終的には、販売雇用を目指していきたい。

集落営農は農地の維持管理だけでなく、農
産物の販路拡大と雇用の創出だと考えるが。

問 

人
口
減
、高
齢
化
の

進
む
中
、農
業
を
守
る
た

め
に
は
集
団
で
立
ち
向

か
う
し
か
な
い
。町
か
ら

集
落
営
農
対
策
と
し
て

３
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、十
分
な
額

で
は
な
い
の
で
は
。現
状

の
報
告
を
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

県
の
補
助
を
受
け
て
協

業
組
合
に
発
展
し
て
い

る
一
の
瀬
地
区
や
町
の

補
助
で
活
動
し
て
い
る

地
区
が
８
地
区
あ
り
、

今
後
法
人
化
や
経
理
の

一
元
化
に
向
け
た
動
き

も
出
て
い
る
。町
や
県
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
指
導
員

７
名
体
制
で
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
。

問 

７
名
で
の
指
導
体
制

と
言
う
が
、地
元
の
役

場
職
員
こ
そ
地
域
に
密

着
し
た「
お
節
介
」的
な
、

相
談
に
当
た
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

役
場
職
員
が
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
は
大
切
と

思
っ
て
い
る
。

問 

町
長
の
提
案
理
由
の

説
明
の
中
に
、米
主
体
の

農
業
か
ら
地
域
特
産
作

物
へ
の
転
換
を
図
る
と
い

う
の
が
あ
っ
た
。具
体
的

な
方
向
は
。

答 
（
農
林
振
興
課
長
）

平
成
２９
年
度
で
米
の

生
産
調
整
が
終
了
す
る
。

米
価
の
国
際
競
争
力
が

低
下
す
る
中
、転
換
作

物
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
る
。ト
マ
ト
を
中
心
と

し
た
高
収
益
型
の
農
業

や
、果
樹
に
つ
い
て
の
検

討
も
必
要
。米
に
つ
い
て

は
、現
在
栽
培
さ
れ
て
い

る
品
種
の
推
奨
や
、酒
米

の
生
産
を
検
討
中
で
あ

る
。

問 

集
落
営
農
を
進
め
る

時
に
大
事
な
の
は
、単
に

農
地
の
維
持
管
理
に
止

ま
ら
ず
、農
産
物
を
販
売

し
雇
用
を
生
み
出
す
仕

組
み
を
作
り
出
す
こ
と

と
思
っ
て
い
る
。そ
の
点
、

下
矢
部
東
部
や
御
岳
地

区
は
国
道
沿
い
で
あ
り

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

山
都
町
の
有
機
野
菜
の

フ
ァ
ン
は
多
い
が
、売
る

場
所
が
な
い
の
が
課
題

点
と
思
う
。現
在
道
の

駅
等
で
の
売
り
上
高
は
。

飯星　幹治 議員

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

町
内
の
道
の
駅
な
ど

６
ヶ
所
で
９
，７
４
５
万

円
の
売
り
上
げ
で
あ
る
。

問 

産
直
店
は
じ
め
、国

道
沿
い
に
目
立
つ
も
の

を
作
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。九
州
中
央
道
の

北
中
島
開
通
が
あ
る
。

早
期
に
阿
蘇
公
園
線
の

開
通
も
実
現
し
遊
べ
る

場
、雇
用
の
場
を
創
出

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

（
町
長
）企
業
誘
致

な
ど
は
急
に
進
ま
な
い

が
、集
落
営
農
に
関
し
て

は
、最
終
的
に
販
売
、雇

用
を
目
指
せ
る
よ
う
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

問 

集
落
営
農
に
つ
い
て
、

女
性
の
意
見
は
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

会
議
や
研
修
な
ど
女
性

の
参
加
率
は
高
い
。加
工

所
な
ど
は
女
性
が
原
動

力
と
な
る
の
で
欠
か
せ

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

今
予
算
で
、旧
浜
町

会
館
を
解
体
し
、一
億
円

か
け
て
新
し
い
文
化
拠

点
を
作
る
計
画
だ
が
、新

し
い
行
動
に
移
る
前
に

町
民
に
謝
る
べ
き
で
は
。

答 

（
町
長
）空
き
家
を

一
億
円
で
買
っ
た
わ
け

で
は
な
い
し
、前
町
長
の

意
向
で
は
建
物
を
生
か

す
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
新
築
を
含
め
て

再
検
討
と
な
っ
て
い
た

経
緯
を
知
っ
て
ほ
し
い

集落営農についての話し合い
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問 
や
ま
ト
ー
ク
が
三
巡

目
を
終
え
よ
う
と
し
て

い
る
。集
計
を
見
る
と

初
年
度
か
ら
２
５
４
名

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
ど
う
捉
え

る
か
。

答 

（
町
長
）広
範
囲
に

広
が
る
本
町
の
課
題
を

見
出
す
た
め
に
、町
民
と

親
し
く
直
接
話
が
で
き

る
貴
重
な
時
間
と
考
え

て
い
る
。必
要
性
の
高
さ

を
考
え
て
い
く
つ
か
施
策

に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

問 

学
校
教
諭
補
助
の

嘱
託
職
員
の
賃
金
が
切

り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
説
明
を
。

答 

（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
教
諭
補
助
の
賃
金

を
一
日
９
，０
０
０
円
か

ら
８
，０
０
０
円
に
引

き
下
げ
た
。今
年
度
は
、

複
式
学
級
補
助
支
援
員

の
募
集
も
考
え
て
お
り
、

他
の
町
村
と
比
較
し
て

か
な
り
高
額
で
あ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、見
直
す
こ

と
と
し
た
。

問 

本
町
の
教
員
補
助
は

教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る

が
、そ
の
こ
と
を
誇
り
に

教
育
水
準
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

答 

（
学
校
教
育
課
長
）

子
ど
も
の
学
力
保
障
、

進
路
保
障
を
支
え
る
た

め
に
教
員
免
許
は
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。今
後

も
教
員
補
助
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
。複
式
学
級

は
上
益
城
郡
で
は
山
都

町
の
み
と
な
っ
た
。他
の

町
村
と
の
単
純
な
比
較

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

問 

進
級
進
学
の
時
期

だ
が
、特
に
中
学
校
の

制
服
や
体
育
服
の
購
入

は
負
担
が
大
き
い
。義
務

教
育
の
間
は
町
が
負
担

し
て
は
ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）支
援
の

必
要
な
家
庭
に
つ
い
て

は
、就
学
助
成
を
し
て
い

る
。学
校
に
よ
っ
て
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
が
、制
服
な

ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、民
間

の
力
も
借
り
な
が
ら
対

策
を
考
え
た
い
。

問 

病
後
児
保
育
の
経

営
見
通
し
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

国
県
か
ら
の
補
助

が
約
２
０
０
万
、

利
用
者
数
に
よ
っ

て
加
算
金
が
あ

る
。支
援
セ
ン
タ
ー

と
保
育
所
が
併
設

に
な
る
こ
と
で
職

員
の
効
率
化
を
図

り
運
営
を
合
理
化

し
て
い
く
。対
象
は

６
ヶ
月
か
ら
小
学

３
年
生
で
一
日
３

名
程
度
を
受
け
入

れ
る
。

問 

支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、現
在

吉川　美加 議員

答　�対象は山都町住民。検討委員は学識経験者や保護者を予定。

統合保育園の名称は公募となった。
その対象と検討委員会の構成員は。

の
場
所
が
適
切
と
思
わ

れ
る
が
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

子
育
て
支
援
の
業
務

は
こ
れ
か
ら
も
同
様
に

や
っ
て
い
く
の
で
影
響

は
な
い
と
考
え
る
。保
健

師
の
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
の

際
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
同
行
し
、初

め
て
の
子
育
て
相
談
等

に
当
た
る
こ
と
が
よ
り

重
要
な
仕
事
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問 

保
育
園
の
名
称
は

公
募
と
言
う
こ
と
に

な
っ
た
が
、そ
の
対
象
と

選
定
委
員
会
の
構
成
は
。

答 

公
募
は
山
都
町
住

民
へ
向
け
て
実
施
す
る
。

選
定
委
員
は
、学
識
経

験
者
や
保
護
者
な
ど
で

構
成
す
る
予
定
。

問 

蘇
陽
分
館
は
、蘇
陽

総
合
支
所
に
移
転
す
る

予
定
だ
が
、進
捗
状
況

は
。

答 

（
生
涯
学
習
課
長
）

二
年
間
に
渡
り
図
書
館

協
議
会
で
検
討
を
続
け

て
き
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
ふ
ま
え
た
答
申

は
、蘇
陽
地
区
の
中
央

に
あ
り
役
場
、社
協
、森

林
組
合
が
共
存
し
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
発
着

所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

総
合
的
に
利
便
性
が
高

ま
る
と
の
見
通
し
で
、平

成
２８
年
度
中
に
移
転
す

る
と
い
う
内
容
だ
。

一　般　質　問

子育て支援センターで遊ぶ子どもたち
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一　般　質　問

問 

地
方
創
生
総
合
戦

略
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る

第
２
次
総
合
計
画
の
各

章
の「
カ
ク
ゴ
」の
定
義

に
つ
い
て
改
め
て
問
う
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

基
本
方
針
の
五
つ
の
柱

を
立
て
た
。急
激
な
人

口
減
少
を
ふ
ま
え
て
、

厳
し
く
立
ち

向
か
う
意
思

を
込
め
た
。

問 

地
方
創
生

は
、国
か
ら
地

方
へ
、都
会
か

ら
農
村
へ
と
い

う
視
点
に
な
っ

て
い
る
。総
合

戦
略
は
国
か

ら
の
押
し
つ
け

で
は
な
く
、本

町
に
見
合
っ
た

も
の
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

地
方
創
生
の
考
え
は
、

東
京
の
一
極
集
中
を
地

方
に
分
散
し
た
い
考
え

だ
が
、地
方
と
い
っ
て
も

中
核
都
市
に
し
か
目
が

向
い
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
る
。し
か
し
、地
方
創

生
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
、主
体
性
を
見

失
わ
な
い
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
。

答 

（
町
長
）過
疎
対
策
・

山
村
振
興
事
業
は
以
前

か
ら
や
っ
て
い
た
こ
と

で
、今
更
と
い
う
感
は
あ

る
。様
々
な
地
方
創
生

関
連
の
交
付
金
は
あ
る

の
で
、総
合
計
画
に
則
っ

て
や
っ
て
い
く
。

問 

九
州
中
央
道
と
光

通
信
は
、今
後
の
町
づ

く
り
に
ど
う
盛
り
込
ま

れ
る
の
か
。（
※
）ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

つ
い
て
の
設
置
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

高
速
が
開
通
す
る
こ
と

は
、定
住
や
経
済
活
動

の
促
進
に
有
効
と
な
り
、

山
の
都
づ
く
り
の
中
心

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
は
町
負
担

に
な
る
が
考
え
て
い
き

中村　益行 議員

た
い
。光
通
信
は
、起
業
、

創
業
の
き
っ
か
け
作
り

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問 

子
育
て
世
代
に
一
番

魅
力
あ
る
政
策
は
保
育

料
の
無
料
化
だ
。無
料

に
す
る
に
は
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

約
４
，０
０
０
万
円
で

あ
る
。

問 

議
員
報
酬
を
削
っ
て

も
や
る
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
が
、執
行
部
の
考

え
は
。

答 

（
総
務
課
長
）地
方

創
生
や
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
の
よ
う
な一時
的
な

財
源
で
は
な
く
、永
続

的
な
事
業
と
な
る
と
安

定
し
た
財
源
が
必
要
だ
。

答 

（
町
長
）た
だ
単
に

子
ど
も
が
増
え
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

移
住
定
住
な
ど
を
総
合

的
に
考
え
て
町
の
維
持

存
続
に
つ
い
て
本
気
で

考
え
て
い
く
。

問 

統
合
保
育
所
の
図

面
を
見
て
、中
庭
が
狭

い
と
感
じ
る
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

中
庭
は
０
歳
か
ら
３
歳

児
を
対
象
と
し
て
お
り
、

現
在
の
園
舎
跡
が
広
い

運
動
場
と
な
る
。

問 

清
和
地
区
に
建
設

予
定
の
最
終
処
分
場
は

環
境
ア
セ
ス
も
や
っ
て

き
た
。広
域
処
理
場
の

供
用
に
は

１０
年
以
上
か

か
る
だ
ろ
う
。町
の
最

終
処
分
場
と
広
域
ゴ
ミ

処
理
場
と
の
関
連
性
は
。

答 

（
環
境
水
道
課
長
）

広
域
ゴ
ミ
処
理
場
に
つ

い
て
は
、各
町
か
ら
最

終
処
分
場
を
一
カ
所
以

上
候
補
地
と
し
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ

の
候
補
地
と
し
て
関
連

性
が
あ
る
。

※
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
は
、高
速
道

路
へ
接
続
す
る
た
め
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
通
過
口
で

あ
る
。

答　�財源が4,000万円かかる。永続的な事業となると、安定した財源の
確保が必要だ。

保育料無料化についての考えは。　

平成22年と平成27年の人口比較
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一　般　質　問

問 
本
町
は
大
矢
野
原

演
習
場
が
あ
る
こ
と
を

メ
リ
ッ
ト
に
町
づ
く
り

を
す
る
と
言
う
が
、国
へ

の
働
き
か
け
は
。ま
た

専
任
の
職
員
を
置
く
と

い
う
公
約
は
。

答 

（
町
長
）周
辺
住
民
へ

の
負
担
は
助
成
事
業
で

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、演
習
場
が
あ
る

こ
と
で
経
済
効
果
が
望

め
る
よ
う
要
望
活
動
は

行
っ
て
い
る
。専
任
職
員

は
職
員
数
が
十
分
で
な

い
事
情
も
あ
り
、も
う

少
し
時
間
が
欲
し
い
。

問 

区
長
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、目
的
と
以

前
と
の
相
違
点
の
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
。

答 

（
総
務
課
長
）①
自

治
振
興
区
の
組
織
に
区

長
部
を
設
け
、地
域
活

動
の
中
心
的
役
割
を
位

置
づ
け
る
。②
公
務
員

の
身
分
を
与
え
ず
、行

政
と
対
等
な
関
係
を
位

置
づ
け
る
③
報
酬
は
直

接
支
払
う
の
で
は
な
く
、

自
治
振
興
区
へ
の
交
付

金
の
中
で
支
払
わ
れ
る
。

④
区
長
の
負
担

と
な
っ
て
い
た
月

２
回
の
配
布
物

を
月
１
回
に
す

る
こ
と
等
で
あ
る
。

問 

区
長
制
度
の

見
直
し
よ
り
先
に

自
治
振
興
区
の

設
置
条
例
等
の

条
件
整
備
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）

自
治
振
興
区
の

条
例
整
備
は
必

要
と
思
っ
て
い
る

が
、自
主
自
立
的

組
織
で
あ
る
自

治
振
興
区
の
条

例
を
作
る
こ
と

は
慎
重
に
進
め

ざ
る
を
得
な
い
。

継
続
的
に
審
議

し
て
い
く
。

問 

来
年
度
か
ら
人
事

評
価
制
度
が
導
入
さ
れ

る
が
、今
ま
で
の
も
の
と

の
相
違
点
と
、今
後
の

活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
。

答 

（
総
務
課
長
）法
的

に
義
務
づ
け
さ
れ
た
。

目
標
管
理
型
の
制
度
を

導
入
す
る
予
定
で
、個

江藤　強 議員

人
の
目
標
を
立
て
、そ

の
実
績
評
価
を
自
身
と

上
司
が
行
い
、こ
の
評
価

に
基
づ
い
て
人
員
配
置

や
給
与
等
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。

問 

評
価
者
の
資
質
に
つ

い
て
は
。

答 

（
総
務
課
長
）評
価

者
の
訓
練
等
は

定
期
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て

い
る
。ク
レ
ー
ム

対
応
の
部
分
も

併
せ
て
考
え
る
。

問 

浜
町
会
館

跡
地
を
取
り
壊

し
、新
た
な
文
化

拠
点
施
設
の
建

設
が
決
ま
っ
た
。

議
会
も
認
め
た

と
こ
ろ
だ
が
、町

民
感
情
と
し
て

１
億
円
で
購
入

し
た
も
の
を
壊

し
て
更
に
大
き

な
予
算
を
か
け

る
こ
と
に
つ
い
て

の
説
明
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

正
当
な
購
入
だ
っ
た
と

言
え
る
。時
間
の
経
過

と
と
も
に
利
活
用
に
変

化
が
出
て
き
た
。

答 

（
山
の
都
創
造
課
長
）

建
物
の
再
利
用
を
進
め

る
と
い
う
指
示
だ
っ
た

が
、変
化
し
て
き
た
。そ

の
こ
と
の
説
明
が
足
り

な
か
っ
た
の
は
反
省
し

て
い
る
。

答 

（
町
長
）町
民
に
対

し
て
の
説
明
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
反

省
し
て
い
る
。

問 

政
治
家
が
私
事
で
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る

が
、町
長
は
政
治
家
と

し
て
の
姿
勢
を
ど
う
考

え
る
か
。目
指
す
政
治

家
像
は
。

答 

（
町
長
）政
治
家
と

い
う
の
は
、人
格
高
潔

な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。目
指
す
政
治

家
像
は
、高
橋
是
清
の

言
葉「
政
治
は
人
物
の

問
題
で
あ
る
」の
中
に

あ
る
。

答　�町民に対し説明が不足していたことは反省している。

１億円で購入した浜町会館跡地を取り壊し、新たな事
業を展開することを町民に説明するべきではないか。

解体される旧浜町会館
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一　般　質　問

問 

町
長
が
就
任
時
に

掲
げ
た
、農
林
振
興
、観

光
振
興
、防
災
減
災
の

町
づ
く
り
の
三
本
柱
だ

が
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

総
合
計
画
の
カ
ク
ゴ
と

は
。

答 
（
町
長
）町
の
総
合

計
画
が
最
上
位
計
画
で

あ
り
、計
画
の
五
つ
の
柱

に
従
い
な
が
ら
、集
落

営
農
や
子
育
て
環
境
の

整
備
な
ど
本
気
で
取
り

組
む
カ
ク
ゴ
で
あ
る
。

問 

人
事
評
価
制
度
が

導
入
さ
れ
る
。人
が
人

を
評
価
す
る
こ
と
で

様
々
な
心
配
が
あ
る
と

思
う
が
、こ
の
制
度
が

職
員
や
町
の
た
め
に
な

る
の
か
を
問
う
。

答 

（
副
町
長
）目
標
を

立
て
て
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
を
評
価
す
る
こ

と
で
、職
員
の
仕
事
の

進
捗
状
況
も
わ
か
り
、

分
析
す
る
こ
と
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。職

員
を
評
価
す
る
側
の
管

理
職
の
研
修
を
重
ね
て
、

不
安
を
払
拭
し
た
い
。

問 

国
勢
調
査
の
速
報

値
が
出
た
。人
口
減
は

深
刻
な
状
況
だ
。今
後

の
財
政
の
見
通
し
は
。

答 
（
総
務
課
長
）こ
の

５
年
で
１
，８
１
７

人
減
少
と
な
り
、当

然
税
収
が
減
る
。地

方
交
付
税
も
３
億
７
，

５
０
０
万
円
の
減

収
に
な
る
見
込
み
だ
。

今
後
は
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
予
算
編
成
が
必

要
だ
。

問 

町
が
支
出
し
て
い

る
各
種
助
成
金
や

交
付
金
に
つ
い
て
の

見
直
し
は
。

答 

（
総
務
課
長
）目
的

を
達
成
し
た
事
業
な
ど

は
統
廃
合
を
進
め
、補

助
金
の
要
綱
な
ど
を
整

備
し
適
切
な
財
政
運
営

を
心
が
け
る
。

問 

徴
税
業
務
が
業
績

を
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
方
公
金
の
滞
納
は
大

き
い
。さ
ら
に
徴
税
率
を

上
げ
る
た
め
に
、専
門

部
署
を
作
る
考
え
は
な

い
か
。

答 

（
総
務
課
長
）施
設

使
用
料
や
保
育
料
な
ど

の
公
金
の
徴
収
に
関
し

て
は
担
当
各
課
で
対
応

稲葉　富人 議員

し
て
い
る
が
、情
報
を
一

元
化
し
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
。

問 

今
後
の
町
の
振
興
の

た
め
に
も
、阿
蘇
公
園

線
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

町
長
の
認
識
は
。

答 

（
町
長
）今
ま
で
は

山
都
町
側
か
ら
の
訴
え

で
あ
っ
た
が
、南
阿
蘇
村

が
、立
野
ダ
ム
と
一
緒
に

公
園
線
の
要
望
も
や
っ

て
い
こ
う
と
言
っ
て
く

れ
た
。俵
山
ト
ン
ネ
ル
の

例
も
あ
る
よ
う
に
、町

の
人
口
増
に
有
効
な
道

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問 

町
道
に
つ
い
て
、長

年
に
渡
る
工
事
を
や
っ

て
い
る
路
線
が
あ
る
。

（
瀬
戸
福
良
線
・
大
川

大
矢
線
・
馬
見
原
線
な

ど
）中
に
は
40
年
も
や
っ

て
い
る
。費
用
対
効
果

が
見
え
な
い
。

答 

（
建
設
課
長
）そ
れ

ぞ
れ
旧
町
村
時
代
か
ら

の
工
事
で
あ
る
。道
整

備
交
付
金
等
を
利
用
し

て
整
備
を
続
け
て
い
る

が
、財
政
の
許
す
限
り

早
期
に
整
備
し
た
い
。

問 

長
く
か
か
る
の

は
、財
政
の
問
題

な
の
か
。前
倒
し
で

や
っ
て
ほ
し
い
。

答 

（
町
長
）本
来
１０

年
ぐ
ら
い
で
費
用

対
効
果
が
出
な
く

て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。起
債

等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
計
画
的
に

や
っ
て
い
く
。

答　�南阿蘇村と協同して要望していく。町の人口増に有効な道だと認識
している。

阿蘇公園線の整備が急がれるが、町長の認識は。

矢部阿蘇公園線開通を呼びかける看板
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　今議会で、かなり議論されたのが住民自治組織の関わり方の再編についてでした。住民にとって一
番身近な問題であり再編された点について報告します。
　大きく変わる点は、区長委嘱制度の見直しにより「地方公務員としての地位を付与しない」が、行政事
務連絡員としての委嘱状の交付により、今後も区長に依頼していた事務や行政の補完的役割は継続し
ていきます。また、自治振興区の中に「区長部」を創設し、そこに交付金という形で「地域振興・活性化」
へ向けた活動及び区長へ依頼する経費として交付します。
　その他いくつか変更した点がありますので、イメージ図と新旧対照表を参照ください。

　行政と住民自治組織との関わり合いについては、今後も不断の見直しを進め、住民自治基本条例の
整備を目指していくとのことでした。

特集 変わる!!        行政と住民自治組織
（自治振興区・区長）の関わり方

見直し前 見直し後

町
（行　政）

町
（行　政）

助
成
金

委 嘱 状

委 嘱 状

交 付 金

報 酬

文書配布等

文書配布等
地域振興

助
成
金

自
治
振
興
区

自
治
振
興
区

区 長 区 長 部
（区長会）
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行政と住民自治組織

旧

自治振興区と
区長区の役割

区長区・・・
住民にとってもっとも身近な自治組
織で、その代表である区長は集落
住民の意見の集約や行政への提
案を行うなど「住民自治の根幹」と
もいえる役割を担っています。

自治振興区・・・
区長区単位（一集落）では解決でき
ない課題や広域的な地域づくり等
の取り組みなど「地域全体を挙げ
て」活動する自治組織です。

自治振興区会長
と区長の兼務

可能です。

区長の身分

委嘱状を交付しています。身分は
「地方公務員」です。

区長としての活動は公務災害補償
の対象となります。

政治的行為（選挙）の制限など身分
上の制限があります。

区長報酬 区長個人へ直接支払います。

算定方法 区長区ごとに基本割（定額）と世帯
割により算定します。

町の広報誌等の
配布

月に２回、区長宅に配送します。

区長区の
統廃合

各地域または各集落での協議によ
り進めていただきますが、町としても
助言を継続して行います。

※自治振興区助成金における区長
区統合加算措置　　

　１区減少につき３万円×５年間

新

「区長部」または「区長会」といった組織を
自治振興区の構成組織として設けてもらい
ます。区長は集落の代表者として、住民自
治や地域振興において中心的役割を担っ
てもらいます。

※ 現行に同じ

委嘱状を交付しますが、身分は「地方公務
員」ではありません。

自治会活動として区長が行った活動は自
治会活動保険の適用対象となります。

政治的行為（選挙）の制限など身分上の制
限はありません。

行政協力に対する対価及び地域づくり活
動費用として、「区長部」または「区長会」と
いった組織へ交付金を支払います。

自治振興区ごとに基本割（世帯数に応じた
傾斜配分）と世帯割により算定します。

月に１回、区長宅に郵送します。

※ 現行に同じ

見直しに関する新旧対照表
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補正予算

平成27年度補正予算

地方創生加速化交付金

平成２７年度補正予算概要
費目 事業名 金額 説明

庁舎管理費 役場北側駐車場用地購入 179万円 本庁北側駐車場拡張のため

情報費 情報セキュリティ強化対策 2，104万円 個人番号導入に伴う認証システム強化
専用パソコン40台分

農政費 担い手確保・経営強化支援 9,158万円 農業用機械・ハウス補助

林業費 有害獣捕獲対策 3,912万円 イノシシ4,000頭シカ1,500頭見込み

商工費 ふるさと納税関係費 3,429万円 H27年度寄付見込み
12,700万円

土木費 防衛周辺整備事業 2，972万円 鍛冶床線改良工事

　平成27年度補正予算は3億9,900万円を追加し、一般会計予算の総額を、
131億6,340万円としました。主な内容と質疑は次のとおりです。

　平成26年度から始まった地方創生に関する交付金で、各自治体の取組について先駆性を高め、レ
ベルアップの加速化を図るために、国が1,000億円の補正予算を計上しました。地方自治体の自主的
主体的な取り組みを応援するものです。今回の補正予算までは国の１００％交付となっています。
※ 本町は現在以下の事業を申請中ですが、決定額ではありません。

費目 事業名 金額 説明

企画費 かーちゃんサミット開催 290万円
H28年6月25日・26日開催予定
蘇陽支所会場他（150名を予定）

農政費 農産物ブランド化推進事業 1,300万円
販路拡大アドバイザー委託
市場調査、ポスター・パンフレット作成

商工費
地域仕事センター事業他 1,605万円

空き家バンクと仕事センターを関連づける事業
の推進　食農観光塾継続事業

短期滞在者施設改修 500万円 短期滞在者施設改修

矢部高応援
事業費 矢部高応援関係 1,049万円

応援町民会議の継続
矢部高魅力発信事業
山の都塾開設事業
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補正予算質疑

問　
（
藤
原
）　

北
側
駐
車
場
用
地
購

入
は
14
台
分
と
い
う
こ
と
だ
が
、本
当

に
必
要
な
の
か
。

答
　（
総
務
課
長
）　
イ
ベ
ン
ト
や
会

議
等
が
重
な
る
と
き
に
駐
車
場
が
慢

性
的
に
不
足
す
る
。１４
台
分
と
は
い
え

確
保
し
た
い
。

問
　（
藤
澤
）　

庁
舎
関
連
工
事
は
完

了
し
た
は
ず
だ
が
、今
回
の
用
地
購
入

の
経
過
は
。

答
　（
総
務
課
長
）　
庁
舎
駐
車
場
用

地
と
し
て
当
時
か
ら
予
定
し
て
い
た

場
所
で
あ
る
。地
権
者
と
継
続
し
て
交

渉
し
て
い
た
が
、こ
の
度
了
承
を
得
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　（
後
藤
）　

今
回
の
加
速
化
交

付
金
は
、委
託
事
業
が
多
い
と
感
じ
る
。

業
者
に
委
託
す
る
前
に
各
課
で
議
論

が
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
昨
年
の
先

行
型
の
事
業
を
更
に
進
め
る
た
め
に

加
速
化
交
付
金
を
申
請
し
て
い
る
。町

民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）　
矢
部
高

関
連
委
託
事
業
は
、矢
部
高
の
良
さ

を
積
極
的
に
外
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
部
に
委
託

す
る
。

問
　（
江
藤
）　

昨
年
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
で
実
施
し
た
食
農
観
光
塾

だ
が
、そ
の
成
果
は
。今
回
の
加
速
化

事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）　
塾
生

は
２４
名
だ
っ
た
。５
回
の
研
修
を
し
た
。

目
標
は
食
と
農
業
と
観
光
の
視
点
を

結
び
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
が
、ま
だ
結

果
は
出
な
か
っ
た
。今
回
第
２
期
生
を

募
集
し
な
が
ら
、塾
生
の
起
業
に
つ
な

が
る
も
の
に
し
た
い
。

問
　（
藤
澤
）　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て
、

認
定
農
業
者
に
対
す
る
補
助
金
が
あ

る
が
、周
知
は
足
り
て
い
た
の
か
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）　
補
助
金
の

周
知
は
、対
象
者
で
あ
る
認
定
農
家

に
は
通
知
を
行
い
、数
日
防
災
無
線
で

も
流
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、漏
れ
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
更
に
情
報
の
提
供
の
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

問
　（
吉
川
）　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の

返
礼
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
人
気

な
の
か
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）　
１
万

円
の
寄
付
金
に
対
し
３
，０
０
０
円

か
ら
４
，０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
も
の
を

送
っ
て
い
る
。米
や
肉
の
農
産
品
が
人

気
で
あ
る
。

問
　（
吉
川
）　

加
速
化
交
付
金
で
実

施
予
定
の「
か
ー
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」に

つ
い
て
の
説
明
を
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）　
地
方
創
生

に
お
い
て
女
性
の
活
躍
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、九
州
で
活
躍
し
て
い
る

女
性
の
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て

「
か
ー
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」を
誘
致
し

た
。６
月
２５
、２６
日
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　（
藤
原
）　

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

と
い
う
場
合
、有
機
農
産
物
に
特
化
し

て
い
る
よ
う
だ
。有
機
農
家
以
外
に
つ

い
て
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）　
有
機
農
産

物
に
限
ら
ず
、全
町
的
な
農
産
物
の
掘

り
起
こ
し
を
す
る
。併
せ
て
地
域
に
残

る
貴
重
な
素
材
、セ
リ
、ヒ
ト
モ
ジ
、ヤ

マ
グ
リ
な
ど
を
商
品
化
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

問
　（
藤
原
）　

今
回
の
加
速
化
交
付

金
は
国
の
１
０
０
％
補
助
だ
が
、今
後

は
割
合
も
減
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。町
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
　（
副
町
長
）　
交
付
金
を
当
て
に

す
る
考
え
方
は
行
き
詰
ま
る
。交
付
金

は
立
ち
上
が
り
経
費
と
考
え
る
べ
き

で
、基
本
が
で
き
た
ら
自
助
努
力
で
進

め
る
こ
と
が
肝
心
だ
。

問
　（
後
藤
）　

山
の
都
塾
の
説
明
を
。

答
　（
町
長
）　
矢
部
高
の
入
学
者
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、町
全
体
の
問

題
で
あ
り
、今
ま
で
も
様
々
な
支
援
を

し
て
き
た
。町
民
会
議
の
中
か
ら
出
て

き
た
の
が
公
設「
山
の
都
塾
」で
あ
る
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
ふ
る

さ
と
を
知
り
、ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思

う
心
を
育
て
る
た
め
に
、地
域
の
人
材

を
活
用
し
て
未
来
創
造
塾
を
開
く
予

定
。矢
部
･
清
和
･
蘇
陽
の
３
会
場

で
月
一
回
の
開
催
を
目
指
し
た
い
。矢

部
高
生
の
み
な
ら
ず
小
中
学
生
な
ど

若
い
人
達
も
対
象
と
す
る
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ

購入予定の駐車場用地
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

6月の予定です。
傍聴にお越しください。

 

発
行
責
任
者

議　
　

長　

中
村
一
喜
男

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

吉
川　

美
加

副
委
員
長　

後
藤　

壽
廣

委　
　

員　

江
藤　
　

強

委　
　

員　

飯
星　

幹
治

編

後
集

記

　

３
月
定
例
会
は
議
案
数
が
多
い
た
め

会
期
も
長
い
。
な
か
で
も
、
い
つ
に
も

ま
し
て
当
初
予
算
で
の
質
疑
に
相
当
、

時
間
が
費
や
さ
れ
た
。
自
身
も
含
め
て

各
議
員
は
質
問
事
項
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

議
事
が
整
然
と
進
行
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
執
行
部
に
お
い
て
も

質
問
の
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
た
答
弁
を
期

待
し
た
い
。（
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
質
問

も
あ
る
が
！
）

　

と
こ
ろ
で
、
各
議
員
の
質
問
や
執
行

部
の
答
弁
、
客
観
的
に
見
て
み
る
と
非

常
に
お
も
し
ろ
い
。議
員
も
十
人
十
色
、

執
行
部
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
と
い
う
か

癖
が
あ
る
。
議
会
へ
の
傍
聴
と
い
う
と

一
般
質
問
の
時
に
多
く
の
町
民
が
見

え
ら
れ
る
が
、
議
案
審
議
の
時
に

ぜ
ひ
来
て
頂
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、

各
議
案
、
し
っ
か
り
審
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
て
頂
き
た
い
が
、

ほ
か
に
も
各
議
員
や
執
行
部
の
資

質
が
見
て
取
れ
る
。
ぜ
ひ
、議
会
へ
。

（
江
藤
強
）

老人ホーム浜美荘、民営化へ移行
　町営老人ホーム浜美荘は、平成29年度から社会福祉法人による運営を目指して動き出しました。
　民営化へのスケジュールは以下のとおりです。法人の選定については公募とし、学識経験者、入
所者家族等、福祉関係者などで構成する選定委員会を設置して決定します。
　入所者には、昨年９月に通知や説明を終えていますが、今後も町からの丁寧な説明が求められます。

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　／：採決なし

議決事項の賛否

議　件　名 議　決
年月日 採決結果 吉

川
藤
原
飯
星
後
藤
藤
澤
赤
星
江
藤
工
藤
藤
川
稲
葉
田
上
中
村
佐
藤

議案第10号 山都町行政区設置条例の制定 H28.3.  9 原案可決 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ●

議案第15号 平成27年度一般会計補正予算 H28.3.10 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 山都町一般会計予算 H28.3.15 原案可決 ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第2号 人権擁護員候補者の推薦 H28.3.18 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年
　5月末　　公募の締め切り・第１回選定委員会
　6月～7月 第２回選定委員会
　12月　　 定例議会で運営移管について提案
平成29年
　1月～3月 移管に係る手続
　4月　　　移管法人による運営開始

今後のスケジュール

▲ 民営化される予定の浜美荘の外観


